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憲法を踏みにじる集団的自衛権の行使―――
野田内閣が、歴代自民党政権も手をつけられなかった集団的自衛権行使の容認に公然と踏み込もうとしています。国家戦略会議(議長・野田首相)の有識者の分科会は集団的自衛権行使容認を明記した報告書を首相に提出(7月6日)。首相は「考え方を日本再生戦略の中に存分に反映させたい」と述べ、国会でも「政府内での議論も詰めていきたい」「(集団的自衛権行使の容認は)一つの考えだ」などと答弁しています。すでに首相は、オバマ大統領との日米首脳会談(5月1日)の共同声明で、日米軍事同盟を地球規模に拡大することを公言し、「動的防衛協力」の名で、米軍と自衛隊が海外で共同した軍事活動を行うことを宣言しています。
日本再生戦略に集団的自衛権行使の容認が盛り込まれれば、「アメリカとともに海外で戦争をする国」への重大な一歩が踏み出されることになります。「憲法第９条のもとでは集団的自衛権の行使は許されない」という従来の政府見解をも踏み越え、憲法を無視し、平和の実現に背くものです。
かってない対米追随といわれる野田内閣が、今国会にＰＫＯ(国連平和維持活動)などでの自衛隊の武器使用を緩和するＰＫＯ協力法改悪案を提出しようとしていることについても、「海外で戦争をする国」に向かってなし崩し的に進もうとするためのものです。日本国憲法を踏みにじる集団的自衛権の行使を容認することは、国民にとって、日本にとって、きわめて深刻な岐路となるものです。
宇宙軍拡促進のJAXA法改悪―――――――
６月の法改悪で、宇宙航空研究開発機構(JAXA)の活動目的から、「平和目的に限る」との規定を削除し、安全保障分野での宇宙開発を可能にする道を開きました。政府の狙いは、JAXAの高い能力を、早期警戒などの軍事衛星の打ち上げなどに利用し、宇宙での軍事力拡大や産業開発を進めようとするものです。内閣府に「宇宙戦略室」も発足しました。
核の軍事開発が可能に――――――――――
また同時に、原子力基本法に「安全保障に資する」との条項を付け加える改定を、議論することなく行ったこと。これは、日本が安全保障の名目で軍事を含む核開発を行うことを可能にするかどうかの重要なものでした。全国で原発再稼働に抗議の声を上げている主権者国民が、核の脅威のない、真に安全が保障される未来を望んでいるのに、です。
ものが言えない社会に――――――――――
さらに政府が国会への提出を図っている「秘密保全法案」によれば、「国の安全」「公共の安全および秩序の維持」に関する情報を「特別秘密」に指定し、「秘密」を漏らしたものに最高で禁錮10年の重罰が科されます。防衛省だけでも「国防」をたてに12万件以上もの情報を秘密扱いにしています。こんな法律ができれば、何が秘密かさえ知らされないので、ものが言えない社会になります。原発の情報などを含め、隠蔽したり“秘密”にするのではなく、国民への情報公開こそ必要です。
在日米軍に7000億円も――――――――――
在日米軍駐留経費のうち日本側負担は11年度で約7000億円に達します。米軍基地がなくなれば、こうした巨額な財政負担は不要になり、暮らしと福祉を支える財源として活用できます。

憲法９条を持つ平和国家だからこそ――――
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67年間戦争をしなかった日本、これが繁栄の基礎でした。これからも「人殺し、物壊しの戦争」をしない、「戦争をする仲間」に入ら
ない日本を、憲法９条を高く掲げ、

みんなで守っていきましょう！
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